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1. はじめに 

那須塩原駅は、前身である東那須野駅の明治 31 年の開業から数えて 120

年以上の歴史を有しています。那須塩原駅は栃木県北地域唯一の新幹線駅と

なっていますが、2027 年には東京−名古屋間、2037 年には名古屋−大阪間

でリニア中央新幹線の開業が予定されるなど、東京、名古屋、大阪の三大都

市圏でスーパーメガリージョンが形成されるという大きな変化に直面しよ

うとしています。強烈なストロー現象により、首都圏への更なる一極集中が

進み、これからは地域が自ら知恵を絞らなければ生き残りができない危機的

な時代を迎えようとしています。 

一方で、テクノロジーが進歩し、若い世代のライフスタイルが変化してい

く中で、人と人とのつながりや、自然との調和など、アナログ的なものへの

ニーズは反動的に高まっていきます。その自然とのバランスがとれる場所が

まさに那須塩原なのではないでしょうか。 

那須塩原駅周辺まちづくりビジョン有識者会議（以下、有識者会議）にお

いては、このような長期的な視点を踏まえ、那須塩原市のみならず、栃木県

北地域全体の中心地、玄関口としてふさわしい場所とすべく、まちづくりの

あり方について検討を行ってきました。本報告書は、有識者会議で重ねた議

論を踏まえ、今後の駅周辺における持続可能性を見据えたまちづくりの方向

性についてまとめたものです。 
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2. 那須塩原市の概略 

那須塩原市がその一角を占める那須野が原は、わずか 140 年前までは人

の住みづらい荒野が広がる日本最大の扇状地でした。明治政府の中枢にあっ

た貴族階級が、この地に私財を投じて大規模農場の経営に乗り出したことか

ら那須野が原の開拓の歴史が始まりました。 

 現在も那須塩原市は明治期の開拓の歴史の面影を色濃く残しており、ドイ

ツ公使や外務大臣を務めた青木周蔵が明治 21 年に那須別邸として建てた建

築物は、現在は旧青木家那須別邸として親しまれています。ここでは、情熱

を持って荒野の開拓に挑んだ貴族たちの足跡を垣間見ることができます。 

 また、那須野が原はもともと水源に乏しく農地には適さない地域であった

ため、飲料水や灌漑用水確保のため日本三大疏水である那須疏水が整備され、

今日の農業の発展に大きく寄与しました。この疏水を活用して、現在では扇

状地特有の高低差に注目した小水力発電など、那須野が原の地形を活かした

再生可能エネルギーの導入が進められています。 

 明治期から導入されていた牧畜の主流は、羊から乳牛へと代わり、技術革

新による生産性の向上などで、今では生乳生産で本州一を誇る大酪農地帯へ

と成長しています。 

 那須塩原市は、大正天皇や昭和天皇をはじめとする多くの皇族の方々が避

暑地として訪れ、塩原御用邸を利用されるなど、皇族との深い関係も有して

います。箒川やその支流に沿って 150 以上の源泉が点在する塩原温泉郷は、 

開湯以来 1200 年以上の歴史を持ち、避暑地として訪れた皇族にも愛されて

きました。 
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那須塩原市、大田原市、矢板市、那須町は、那須野が原の開拓のストーリ

ーを「明治貴族が描いた未来 〜那須野が原開拓浪漫譚〜」として文化庁に

申請し、平成 30 年５月に日本遺産に認定されました。 

 このように那須塩原市は歴史的な資源や豊かな自然を有するなど、数多く

のポテンシャルを有しており、それはあたかもイギリスでいうカントリー・

ジェントルマンが成功したのちに地方で自然と共に過ごしている、気品と品

格のある田園風景を彷彿とさせます。今後のまちづくりの推進においてはそ

のような潜在的な力を存分に発揮することが必要です。 

 

3. 栃木県北地域における那須塩原市の位置付け 

那須塩原市は、広域的な観点から栃木県北地域の中心的な役割を担ってい

ます。平成 25 年 12 月には、中心市宣言を行い、続く平成 27 年 2 月には、

那須塩原市、大田原市、那須町、那珂川町の２市２町により「那須地域定住

自立圏の形成に関する協定書」を締結しました。当協定書では、「生活機能

の強化」、「結びつきやネットワークの強化」及び「圏域マネジメント能力の

強化」の３つの政策分野で連携を行うこととしています。 

那須塩原市を含め全国の地方圏においては、少子高齢化が進展することで、

収入の減少、社会保障費の増大、生産年齢人口層への負担増加、未解決の老

朽インフラの増加、さらには地域コミュニティの衰退などを招く要因となり

ます。那須塩原市においては、自治体の枠にとらわれない先を見越した広域

的な対応をより一層推進することで、将来にわたって誰もが「住みたい」、

「住み続けたい」と思える自立した地域の形成を目指すことが重要です。 
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那須塩原市は、栃木県北地域において唯一新幹線駅を有しており、地理的・

機能的な面の双方において中心的な位置にあります。このような状況に鑑み、

那須塩原駅周辺におけるまちづくりは、栃木県北地域の将来ビジョンを踏ま

えて検討を進める必要があります。 

 

4. 那須塩原駅周辺の現状 

那須塩原市は、平成 17 年 1 月に黒磯市、西那須野町、塩原町の新設合併

により誕生しました。合併時の協定事項に基づき、市役所新庁舎を那須塩原

駅周辺に移転する計画が立てられるなど、駅周辺は今後の発展が見込まれて

います。 

また、那須塩原駅は、首都圏からの玄関口でもあり、東京駅からは新幹線

で 70 分程度で移動できるなど、首都圏と栃木県北地域を繋ぐ拠点としての

ポテンシャルも持ち合わせています。 

しかし残念ながら、那須塩原駅は観光客による新幹線利用が少なく、栃木

県北地域の玄関口としての役割を十分に果たせていないのが現状です。新幹

線は１時間に１本程度の運行にとどまっており、また、駅を降りた後の二次

交通についても、観光地への循環バスが少ないなど、利便性の低さが指摘さ

れています。加えて土地利用の高度化が進んでおらず、駐車場が多くみられ

る一方で、駅周辺においては、商業施設や飲食店が少ない状況であり、交通

拠点としての魅力を低下させる要因となっています。 

那須塩原駅周辺は、前述したような今後の発展の可能性や首都圏との近さ

などのポテンシャルを十分に引き出し、魅力を高めていく必要があります。 
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5. 那須塩原駅周辺におけるまちづくりの方向性 

那須塩原駅周辺が市のみならず、栃木県北地域における拠点となること

を見据え、那須塩原駅周辺におけるまちづくりの方向性について整理します。 

本項目に列記している取組については、今後のまちづくりビジョンの策

定等を通じて、具体的な駅周辺の将来像を明らかにする上での指針となるこ

とを期待します。 

 

(1） 市民が中心となり魅力を発信 

まちづくりには地域への愛着が大切であり、駅を中心とした市民の巻き

込みと、それと同時に外部からの人の呼び込みが重要となります。例えば、

駅から那須連山に繋がる道に、立派な日本一の並木を市民の手で作り上げ

ようというムーブメントを起こすことも一案です。 

那須塩原駅は、那須塩原市のみならず、那須野が原、さらには栃木県北

地域全体の玄関口として、その地域を象徴するような駅を目指すべきです。

そのためには、那須塩原駅をチーズやワインを活かしたガストロノミーツ

ーリズムや酪農ツーリズムなどの出発点として位置付けるなど、観光客の

みならず地域の人も那須全体を楽しむことのできる拠点である必要があり

ます。 

上質な高原リゾートのイメージや、東京からのアクセスのしやすさとい

う魅力は、軽井沢と同様のポテンシャルがあります。駅を拠点として那須

塩原市の魅力をさらに高め、認知度を上げていく余地は十分にあります。 
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(2） 歴史を活かしたまちづくり 

 那須野が原の開拓の歴史は、まさにこの地域のアイデンティティであり、

これまでも大切に語り伝えられ、今日の市民生活に息づいています。日本

遺産にも認定されたこの歴史をこれからのまちづくりにも積極的に活かし

ていく必要があります。例えば、前述したツーリズムに日本遺産のストー

リーを組み合せていくことは、十分に可能と考えられます。 

 また、那須塩原市は市町合併によりできた市であるという背景もあり、

地域全体が一体となるようなお祭りがありません。駅周辺においてこのよ

うな開拓の歴史などをテーマとしたイベントを開催することで、市民の拠

り所として一体感の醸成につなげていくことも有用です。 

 

(3） 景観を前面に押し出した駅前のあり方 

 駅を降りた後に広がる素晴らしいスカイラインと那須連山の景観をもっ

と活かすべきです。例えば、駅前にペデストリアンデッキを伸ばすことで、

その向こうに山並みを眺望することができるようにします。これにより近

隣の駐車場を隠すことが期待でき、さらには上部を緑化し、デッキ上でイ

ベントなどを開催できる、いわば空中広場のような空間を生み出すことが

できれば、栃木県北地域全体の玄関口として認知されるものと考えます。 

 駅前全体については、大掛かりな施設が必要というわけではなく、様々

な要素が集まったパッチワーク型の施設があり、そこで地域全体のことが

分かることができれば、駅前の雰囲気を変えることができます。例えば、

観光案内所、地産地消カフェ、那須塩原ミルクスタンド、小型の足湯施設、

CO2実質排出量ゼロ宣言に基づいたクリーンエネルギーのショールーム展
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示など、これらの機能や施設を駅前に配置することで、地域の魅力を凝縮

することができます。 

 観光の面については、インバウンドの少なさが課題の一つとなっていま

す。例えば、首都圏に在住している外国人に新幹線を使って那須塩原市に

来てもらい、一泊二日などで温泉やスキーを楽しむなどの取組も考えられ

ます。そのためには、市内の主要観光地を上手く周遊するための二次交通

の充実が重要となります。駅前の広場を活用し、レンタカーやホテル送迎

などの拠点機能をより充実させることで、那須街道の観光客の引込みを図

るなど、市内にとどまらず那須塩原全体の観光を活性化させることができ

ます。 

将来的には MaaS（モビリティ・アズ・ア・サービス）のテクノロジーに

より、様々な乗り物やサービスがつながり、シームレスに予約・決済がで

きるなど、利便性は格段に向上します。また、自動運転により更なる渋滞

の緩和や、市内の移動が最適化されるという姿も想定されます。 

このような将来的な展開を見据えつつ、まずは観光客による鉄道利用を

太くすることで、駅前空間を活性化させていくことが必要となります。 

 

(4） テクノロジーの活用 

テクノロジーの発展によって、まちづくりの定義が変わってきており、

リアルなモノづくりに、バーチャルが伴わないとリアルなまちづくりが盛

り上がらないという時代になりつつあります。デジタルを活用して、魅力

の届いていないところに情報を届け、その効果を計測して機能させるとい

うサイクルが大切となります。 
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先端技術をまちづくりに積極的に取り入れていくことで、人々や機会が

多く集まり、まちそのものに活気を与えることになります。例えば、駅前

の観光案内版にスマホをかざすと観光地のバーチャルな動画が動き出すと

いう方法も考えられます。また近年、ワーケーション（ワーク×バケーシ

ョン）のように、インターネットを利用することで仕事場所を問わないと

いう新しい働き方が浸透しつつあります。新幹線による首都圏までのアク

セスの良さを活かし、多様な働き方を実現するスマートタウンの拠点整備

なども考えられます。 

ただし、テクノロジーを追及していく上で問題となるのは、人間が感じ

るストレスです。世界のデジタル革命先進地が、豊かな自然を背景とした

食や農につながる環境にあるということは、那須塩原市の持つポテンシャ

ルに通ずるものであり、濃密な自然の存在や、それと共存してきた歴史の

理解が重要となります。テクノロジーと自然の相乗効果により那須塩原の

ブランド力を高め、ターゲットを明確にしつつ、ここに住みたいと思える

ような人々を増やすことで、今後の更なる持続可能な発展が期待されます。 

 

(5） 工場跡地の有効活用 

①  現状 

那須塩原駅周辺には面積約35ヘクタールのブリヂストン黒磯工場跡地

があり、大規模な太陽光発電所（メガソーラー）の建設が計画されていま

す。工場跡地については、市内の自治会長連絡協議会や商工会から、那須

塩原市ひいては栃木県北地域の発展のために有効活用するよう、市に対

して要望書が提出されました。 
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工場跡地は駅から約１キロメートルの距離に位置し、主要な幹線道路

が通る交通の要衝であり、大田原市との結節点となるなど、地理的にも重

要な位置にあるため、那須塩原市ひいては栃木県北地域の拠点としてふ

さわしいまちづくりを目指すための有効活用が求められます。 

 

②  活用方向 

工場跡地は将来的な那須塩原の環境変化なども踏まえながら、長期的

視野により活用されていくことが必要です。また、市民のニーズを踏まえ

ながら広域の結節点としての機能を持たせることも重要です。 

あくまで参考例ですが、現時点では活用の方向性として以下のような

取組が考えられます。 

神奈川県藤沢市の「Fujisawa サスティナブル・スマートタウン」におい

ては、パナソニックの藤沢工場の跡地を活用したまちづくりとして、約 19

ヘクタールの土地に住宅約 1,000 戸、計画人口約 3,000 人から構成され

るプロジェクトが進められています。これからのまちづくりの課題は持

続可能性にあることから、工場跡地においても、このようなコンパクトシ

ティの整備も考えられます。居住者の受け入れに関しては段階的に行い、

サステナブルなまちづくりをすることが求められます。また、居住地だけ

にとどまらず、広い敷地を活用して例えば農業関係などの企業誘致を行

い、多様な機能を兼ね備えることでより土地の活用に柔軟性を持たせる

ことができます。 

工場跡地の秘めるポテンシャルを考慮し、行政、産業、環境、福祉、教

育等、多面的な視点から那須塩原市、栃木県北地域の持続可能性を見据え
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たスーパーシティ構想の方向性も考えられます。 

さらには、インバウンドの増加を背景として、政府は MICE（ミーティ

ング・インセンティブトラベル・コンベンション・イベント）の誘致・開

催を推進しています。開催地における高い経済波及効果やビジネス機会、

イノベーションの創出等が期待される MICE 施設の整備も工場跡地の活

用方法の候補として挙げられます。 

また、首都圏からの近さを活かして、国の中央省庁の一部地方移転など

を視野に入れつつ、官公庁施設の集積を図るということも考えられます。 

鳥瞰的な視野を持ちながら、駅前から 100m, 1km, 10km などの圏域別

に開発計画を考え、その中で同じ圏域となる駅前や工場跡地さらには後

述する新庁舎とのつながりを意識したネットワークの検討が必要となり

ます。 

なお、当該太陽光発電所の建設は、民間事業者が民有地において適法に

進めている事業であり、事業者及び地権者に対し、慎重に対応していく必

要があります。今後、工場跡地で具体的な事業を構想するにあたっては、

この事実を十分に踏まえた配慮が求められます。 

 

(6） 那須塩原市役所の新庁舎 

新庁舎については、環境型オフィスとして率先して先端技術を活用して

いくことが考えられます。市役所そのものは高層である必要はなく、山並

みや景観に配慮したものであることが求められると共に、今後進むであろ

う駅周辺の市街化に対して、景観的に先導的な役割を果たすことが期待さ

れます。また、新庁舎は市の象徴であるため、市の文化・歴史やアイデン
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ティティを感じることができるようなものであるべきです。 

 将来的に行政手続は、自宅やコンビニなどで行うことができるようにな

ることも想定されます。そのため長期的な視点で市庁舎機能を検討してい

く必要があり、今後は特に市民活動の結節点としての市役所という役割が

重要となることから、様々な機関との複合的な整備という方向性も考えら

れます。 

 市役所というのは市民が集まる場所であり、色々なお祭りやイベントを

行う際に、市庁舎の周りのスペースを利用することができます。官民連携

（PPP）においては、あるべき行政サービスを市民と役所がともに考え、

お互いに役割分担を行いますが、市民が集まる場としてのハード整備にと

どまることなく、ソフト面においても連携していくことが大切です。使わ

ない部屋を活用して市民が活動したり、市庁舎の中に NPO の拠点を入れ

るなど、活動するプロセスこそが人とのつながりとなります。人と人とが

交流することで新たな価値を生み出す、市民の集まりやすいオープンな場

所であることが求められます。 
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